
【基地港湾の指定に係る基準】
・港湾計画における「海洋再生可能エネルギー発電設備等の設置
及び維持管理の拠点を形成する区域」の位置づけ

・係留施設及び荷捌き施設に必要な地盤強度及び面積
・係留施設の構造の安定
・当該港湾の利用状況と周辺の洋上風力発電の導入量の現状・将
来見通し

・２以上の者の港湾の利用見込み
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SEP船による海上施工の様子（能代港・秋田港
内）

提供：秋田洋上風力発電（株）

基地港湾利用の様子（秋田港）

ブレード

ナセル

提供：秋田洋上風力発電（株）

タワー

※複数事業者が基地港湾を利用する場合は、出力量
に応じ貸付料を按分する。

〇国土交通大臣が、洋上風力発電設備の設置及び維持管理に利用される埠頭を有する港湾を基地港湾
として指定し、発電事業者に長期間（最大30年間）貸し付ける制度を創設。

○現在までに、青森港、秋田港、能代港、酒田港、鹿島港、新潟港及び北九州港の計７港を基地港湾に指定。

基地港湾（海洋再生可能エネルギー発電設備等拠点港湾）の概要



【位置図】

青森港

能代港
秋田港

酒田港
新潟港

鹿島港
北九州港

○能代港

【指定日】令和２年９月２日

【事業の概要】

・整備施設：岸壁(水深10m) 、泊地

(水深10m）

・事業期間：令和元年度～令和６年度

大森地区

泊地(-10m(暫定))

○鹿島港

【指定日】令和２年９月２日

【事業の概要】

・整備施設：岸壁(水深12m)、泊地(水

深12m）、航路・泊地(水深12m）

・事業期間：令和２年度～令和６年度

航路・泊地（-12m)

泊地(-12m)

外港地区

○秋田港

飯島地区

○青森港
【指定日】令和６年４月26日

【事業の概要】

・整備施設：岸壁(水深12m)、泊地(水

深12m)、航路・泊地(水深12m)

・事業期間：令和６年度～整備中

○酒田港

航路・泊地
(-12m)

泊地(-12m)

【指定日】令和６年４月26日

【事業の概要】

・整備施設：岸壁(水深12m) 、泊地(水

深12m)、航路・泊地(水深12m)、防波

堤(波除)、ふ頭用地

事業期間：令和６年度～整備中

外港地区

○北九州港

ふ頭用地

泊地
(-10m(暫定

))航路・泊地
(-9m(暫定

))

岸壁（-11m(暫定)、190m）
（耐震）（地耐力強化）

岸壁(-10m(暫定)､
180m)

（地耐力強化）

泊地(-
12m)

航路・泊地(-12m)

岸壁(-12m、230m)
(地耐力強化)

油川地区

ふ頭用地

防波堤(波除)(175m)

岸壁(-12m､230m)
(地耐力強化)

岸壁(-11m(暫定)､190m)
（耐震）（地耐力強化）

飯島地区

岸壁(-12m､200m)
（地耐力強化）

岸壁(-10m(暫定)、180m)
（地耐力強化）

泊地(-10m(暫定))

航路・泊地(-9m(暫定))

響灘地区

※発電事業者２社と契約済 ※発電事業者１社と契約済

【指定日】令和２年９月２日

【事業の概要】

・整備施設：岸壁(水深11m)

・事業期間：令和元年度～令和４年度

ふ頭用地

○新潟港

【指定日】令和５年４月28日

【事業の概要】

・整備施設：岸壁(水深12m)、泊地(水深

12m）

・事業期間：令和５年度～整備中

南ふ頭地区 泊地(-
12m) 

岸壁(-12m､230m)
(地耐力強化)

【指定日】令和２年９月２日

【事業の概要】

・整備施設：岸壁(水深10m) 、泊地(水

深10m)、航路･泊地(水深9m)､ふ頭

用地

・事業期間：令和２年度～令和６年度

※直轄事業で整備する範囲

※直轄事業で整備する範囲 ※直轄事業で整備する範囲 ※直轄事業で整備する範囲

整備済

基地港湾（海洋再生可能エネルギー発電設備等拠点港湾）の概要

※直轄事業で整備する範囲
※直轄事業で整備する範囲※直轄事業で整備する範囲


